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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式（Ｉ）、
【化１】

（式中、
Ｒは、７個の炭素原子を有する線状の飽和アルキル基であるか、又は、７個の炭素原子を
有する線状の一価又は多価不飽和アルケニル基である。）
で表される、一種又は多種の化合物の増粘剤としての使用であって、
　その際、該式（Ｉ）の一種又は多種の化合物が、ソルビトール、ソルビトールエステル
、ソルビタン、ソルビタンエステル、イソソルビド、イソソルビドモノエステル及びカル
ボン酸からなる群から選択される一種又は多種の他の物質を含有する組成物中で使用され
、かつ、
　その際、該式（Ｉ）の一種又は多種の化合物、及びソルビトール、ソルビトールエステ
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ル、ソルビタン、ソルビタンエステル、イソソルビド、イソソルビドモノエステル及びカ
ルボン酸からなる群から選択される一種又は多種の化合物の混合物の組成物中でのＯＨ価
が２５０以下であり、かつ、
　その際、該組成物が、ソルビトール及びソルビトールエステルからなる群から選択され
る一種又は多種の化合物を含み、かつ、
　その際、該組成物が、式（Ｉ）の一種又は多種の化合物、及び、該式（Ｉ）の一種又は
多種の化合物１．０重量部に基づいて、
ＩＩ）　０．００１～０．２重量部の式（ＩＩ）の一種又は多種の次式（ＩＩ）で表され
るイソソルビドモノエステル、
【化２】

（式中、Ｒは、上記で与えられた意味を有する。）、
を追加的に含有する、上記の使用。
【請求項２】
　式（Ｉ）における残基Ｒが、７個の炭素原子を有する線状の飽和アルキル残基であるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　式（Ｉ）における残基Ｒが、７個の炭素原子を有する線状の不飽和アルケニル残基であ
ることを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項４】
　前記式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物の量が、該式（Ｉ）で表される一種又は
多種の化合物、ソルビトール、ソルビトールエステル、ソルビタン、ソルビタンエステル
、イソソルビド、イソソルビドモノエステル及びカルボン酸からなる群から選択される化
合物の全重量に基づいて、７０重量％以上であることを特徴とする、請求項１～３のいず
れか一つに記載の使用。
【請求項５】
　前記量が８０重量％以上であることを特徴とする、請求項４に記載の使用。
【請求項６】
　前記量が８５重量％以上であることを特徴とする、請求項４に記載の使用。
【請求項７】
　前記イソソルビドモノエステルが、イソソルビドモノカプリレートであることを特徴と
する、請求項１～６のいずれか一つに記載の使用。
【請求項８】
　前記組成物が、式（Ｉ）の一種又は多種の化合物１．０重量部に基づいて、
ＩＩ）　０．０１～０．１５重量部の、式（ＩＩ）で表される一種又は多種のイソソルビ
ドモノエステルを含有し、その際、該イソソルビドモノエステルがイソソルビドモノカプ
リレートであることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一つに記載の使用。
【請求項９】
　前記組成物が、式（Ｉ）の一種又は多種の化合物１．０重量部に基づいて、
ＩＩ）　０．０５～０．１３重量部の、式（ＩＩ）で表される一種又は多種のイソソルビ
ドモノエステルを含有し、その際、該イソソルビドモノエステルがイソソルビドモノカプ
リレートであることを特徴とする、請求項８に記載の使用。
【請求項１０】
　前記式（Ｉ）の一種又は多種の化合物がイソソルビドジカプリレートであることを特徴
とする、請求項８又は９に記載の使用。
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【請求項１１】
　前記組成物が、前記式（Ｉ）の一種又は多種の化合物、及びソルビタン及びカルボン酸
ＲａＣＯＯＨ（式中、Ｒａは、５～１１個の炭素原子を有する線状もしくは分岐状の、飽
和アルキル基、又は５～１１個の炭素原子を有する線状もしくは分岐状の一価又は多価不
飽和アルケニル基である。）からの、一種又は多種のソルビタンエステルを含有し、かつ
、前記式（Ｉ）の一種又は多種の化合物と、上記の一種又は多種のソルビタンエステルと
の重量比が、７０：３０～１００：０であることを特徴とする、請求項１～１０のいずれ
か一つに記載の使用。
【請求項１２】
　前記一種又は多種のソルビタンエステルが、１，４－ソルビタン及び／又は１，５－ソ
ルビタン及びカルボン酸ＲａＣＯＯＨからなるソルビタンエステルから選択されることを
特徴とする、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　前記カルボン酸のＲａが、７～９個の炭素原子を有する線状もしくは分岐状の、飽和ア
ルキル基、又は７～９個の炭素原子を有する線状もしくは分岐状の一価又は多価不飽和ア
ルケニル基であることを特徴とする、請求項１１又は１２に記載の使用。
【請求項１４】
　前記カルボン酸のＲａが、７個の炭素原子を有する線状もしくは分岐状の、飽和アルキ
ル基、又は７個の炭素原子を有する線状もしくは分岐状の一価又は多価不飽和アルケニル
基であることを特徴とする、請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
　前記重量比が、８０：２０～１００：０であることを特徴とする、請求項１１～１４の
いずれか一つに記載の使用。
【請求項１６】
　前記重量比が、９０：１０～１００：０であることを特徴とする、請求項１１～１４の
いずれか一つに記載の使用。
【請求項１７】
　前記重量比が、９５：５～１００：０であることを特徴とする、請求項１１～１４のい
ずれか一つに記載の使用。
【請求項１８】
　前記ソルビタン及びカルボン酸ＲａＣＯＯＨからなる一種又は多種のソルビタンエステ
ルが、ソルビタン及びカプリル酸からなるソルビタンエステルから選択されることを特徴
とする、請求項１１～１７のいずれか一つに記載の使用。
【請求項１９】
　前記ソルビタン及びカルボン酸ＲａＣＯＯＨからなる一種又は多種のソルビタンエステ
ルが、１，４－ソルビタン及び／又は１，５－ソルビタン及びカプリル酸からなるソルビ
タンエステルから選択されることを特徴とする、請求項１１～１７のいずれか一つに記載
の使用。
【請求項２０】
　前記ソルビタンエステルが、ソルビタンジカプリレートであることを特徴とする、請求
項１９に記載の使用。
【請求項２１】
　前記式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物、及びソルビトール、ソルビトールエス
テル、ソルビタン、ソルビタンエステル、イソソルビド、イソソルビドモノエステル及び
カルボン酸からなる群から選択される一種又は多種の化合物の混合物のＯＨ－価が、２０
０以下であることを特徴とする、請求項１～２０のいずれか一つに記載の使用。
【請求項２２】
　前記ＯＨ－価が１５０以下であることを特徴とする、請求項２１に記載の使用。
【請求項２３】
　前記ＯＨ－価が１００以下であることを特徴とする、請求項２１に記載の使用。
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【請求項２４】
　前記組成物が、完成した前記組成物の全重量に基づいて、少なくとも５０重量％の量で
前記式（Ｉ）の一種又は多種の化合物を含有することを特徴とする、請求項１～２３のい
ずれか一つに記載の使用。
【請求項２５】
　前記組成物が、完成した前記組成物の全重量に基づいて、少なくとも６０重量％の量で
前記式（Ｉ）の一種又は多種の化合物を含有することを特徴とする、請求項２４に記載の
使用。
【請求項２６】
　前記組成物が、完成した前記組成物の全重量に基づいて、少なくとも７０重量％の量で
前記式（Ｉ）の一種又は多種の化合物を含有することを特徴とする、請求項２４に記載の
使用。
【請求項２７】
　化粧料用、皮膚用又は薬剤用組成物における、植物保護用調合物における、洗濯洗剤も
しくは洗剤における、又は着色料もしくはコーティング剤における、請求項１～２６のい
ずれか一つに記載の使用。
【請求項２８】
　前記化粧料用、皮膚用又は薬剤用組成物、前記植物保護用調合物、前記洗濯洗剤もしく
は洗剤、又は前記着色料もしくはコーティング剤が、前記式（Ｉ）の一種又は多種の化合
物を、完成した化粧料用、皮膚用又は薬剤用組成物、植物保護用調合物、洗濯洗剤もしく
は洗剤、又は着色料もしくはコーティング剤の全重量に基づいて、０．０１～１０．０重
量％の量で含有することを特徴とする、請求項２７に記載の使用。
【請求項２９】
　前記量が０．１～５．０重量％であることを特徴とする、請求項２８に記載の使用。
【請求項３０】
　前記量が０．２～３．０重量％であることを特徴とする、請求項２８に記載の使用。
【請求項３１】
　前記化粧料用、皮膚用又は薬剤用組成物、前記植物保護用調合物、前記洗濯洗剤もしく
は洗剤、又は着色料もしくはコーティング剤が、水性若しくは水性－アルコール性ベース
に基づいて形成されるか、あるいはエマルションもしくは分散液として存在することを特
徴とする、請求項２７～３０のいずれか一つに記載の使用。
【請求項３２】
　前記化粧料用、皮膚用又は薬剤用組成物、前記植物保護用調合物、前記洗濯洗剤もしく
は洗剤、又は着色料もしくはコーティング剤が、エマルションとして存在することを特徴
とする、請求項３１に記載の使用。
【請求項３３】
　前記化粧料用、皮膚用又は薬剤用組成物、前記植物保護用調合物、前記洗濯洗剤もしく
は洗剤、又は前記着色料もしくはコーティング剤が、２～１１のｐＨ値を有することを特
徴とする、請求項２７～３２のいずれか一つに記載の使用。
【請求項３４】
　前記ｐＨ値が４．５～８．５であることを特徴とする、請求項３３に記載の使用。
【請求項３５】
　前記ｐＨ値が５．５～６．５であることを特徴とする、請求項３３に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、増粘剤としてのイソソルビドジエステルの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　産業界では、例えば、化粧料用、皮膚用又は薬剤用組成物、植物保護用調合物、洗浄剤
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もしくは清浄剤、又は着色料もしくは塗料のような製品の粘度を目的に応じて調整するた
めに、増粘剤が使用されている。この目的のための多数の増粘剤が知られている。これら
の増粘剤は、合成により製造することができるか、あるいは天然の原材料をベースとする
ものであった。
【０００３】
　しかし、例えば、合成ポリマーのような、合成して製造された増粘剤の多くが使用の際
に、それらの製造が、しばしば煩雑であり、そして合成原材料をベースとするという欠点
を有する。それとは対照的に、天然の原材料をベースとする増粘剤の多くが使用の際には
、そのような増粘剤を含有する多くの製品の外観は改善の余地があるという欠点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２０１０／１０８７３８Ａ２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そのため、上述の欠点を有さないか、あるいは、少なくとも部分的に改善され、そして
さらには、有利な増粘性能を示す増粘剤を提供するという課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　驚くべきことに、次の式（Ｉ）の化合物、
【０００７】
【化１】

【０００８】
　（式中、
Ｒは、５～１１個、好ましくは７～９個、そして特に好ましくは７個の炭素原子を有する
線状もしくは分岐状の飽和アルキル基であるか、又は、５～１１個、好ましくは７～９個
、そして特に好ましくは７個の炭素原子を有する線状もしくは分岐状の一価又は多価不飽
和アルケニル基である。）
によって、この課題が解決されることが今や見出された。
【０００９】
　それゆえ、本発明の対象は、次式（Ｉ）、
【００１０】
【化２】

【００１１】
　（式中、
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Ｒは、５～１１個、好ましくは７～９個、そして特に好ましくは７個の炭素原子を有する
線状もしくは分岐状の飽和アルキル基であるか、又は、５～１１個、好ましくは７～９個
、そして特に好ましくは７個の炭素原子を有する線状もしくは分岐状の一価又は多価不飽
和アルケニル基である。）
で表される一種又は多種の化合物の、増粘剤としての使用である。
【００１２】
　式（Ｉ）の化合物は、例えば、イソソルビドのような再利用可能な原材料をベースとし
ており、イソソルビドは、糖から得ることができる。これの製造は、当業者に知られた方
法に従って製造することができる。例えば、式（Ｉ）の化合物は、慣用的かつ当業者に公
知の方法に従ってイソソルビドの、カルボン酸のような酸成分によるエステル化によって
製造できる。式（Ｉ）の化合物を含有する製品の外観は、その化合物の存在によって不利
な影響を受けない。例えば、天然の増粘剤として、しばしば製品の表面を“脆性”のある
いは規格外のもしくは滑らかさのない表面にする、キサンタンガムの使用と比較して、式
（Ｉ）の化合物を用いることにより、滑らかな表面を有する、増粘された製品を製造する
ことができる。
【００１３】
　少なくとも一部が再生性原材料をベースとし、増粘剤として使用可能な組成物は、すで
に知られている。
【００１４】
　国際公開第２０１０／１０８７３８Ａ２号（Ｅｖｏｎｉｋ）（特許文献１）は、ヒト又
は動物の身体部分の清浄及びケアのための、ソルビタンカルボン酸エステルを含有する調
合物を開示しており、ここで、ソルビタンカルボン酸エステルのカルボン酸部分は、６～
１０個の炭素を含有するカルボン酸から誘導され、そしてソルビタンカルボン酸エステル
は、３５０超の水酸基価（ＯＨ－価）を有すること、さらには、上述のソルビタンカルボ
ン酸エステルの、清浄用もしくは手入れ用調合物中の粘度調整剤、ケア用品の活性成分（
Ｐｆｌｅｇｅｗｉｒｋｓｔｏｆｆ）、泡発生剤又は溶解剤としての使用が開示されている
。
【００１５】
　式（Ｉ）の化合物は、例えば、当業者に知られた方法に従って製造することができる。
例えば、式（Ｉ）の化合物は、慣用的かつ当業者に公知の方法に従ってイソソルビドのエ
ステル化によって製造でき、その際、イソソルビド自体も、エステル化に使用された酸成
分も、購入によって得ることができる。
【００１６】
　好ましくは、式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物中の残基Ｒは、７～９個の炭素
原子を有する線状の飽和アルキル残基である。
【００１７】
　特に好ましくは、式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物中の残基Ｒは、７個の炭素
原子を有する線状の飽和アルキル残基である。
【００１８】
　本発明によれば、式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物は、単独で、又は一種又は
多種のその他の物質を含有する組成物中で増粘剤として使用することができる。これらの
組成物は、以下で“組成物Ａ”と呼ぶ。
【００１９】
　本発明の好ましい実施形態において、組成物Ａは、式（Ｉ）で表される一種又は多種の
化合物、及びソルビトール、ソルビトールエステル（ソルビトールエステルは、モノエス
テル、ジエステル、トリエステル、テトラエステル、ペンタエステル及び／又はヘキサエ
ステルであってよい。）、ソルビタン、ソルビタンエステル（ソルビタンエステルは、モ
ノエステル、ジエステル、トリエステル及び／又はテトラエステルであってよい。）、イ
ソソルビド、イソソルビドモノエステル及びカルボン酸からなる群から選択される、一種
又は多種のその他の物質を追加的に含有する。“ソルビタン”は、例えば、１，４－ソル
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ビタン又は１，５－ソルビタンであってよい。カルボン酸自体も、上述のエステルの酸成
分に存在するカルボン酸も、式ＲＣＨＯＯＨに対応しており、ここで、Ｒは、式（Ｉ）で
与えられた意味を有し、好ましくは、７個の炭素原子を有する線状の飽和アルキル残基で
あり、つまり、カルボン酸ＲＣＯＯＨは、好ましくはカプリル酸である。上記の式（Ｉ）
で表される一種又は多種の化合物の量は、該式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物、
ソルビトール、ソルビトールエステル、ソルビタン、ソルビタンエステル、イソソルビド
、イソソルビドモノエステル及びカルボン酸からなる群から選択される化合物の全重量に
基づいて、７０重量％以上、より好ましくは８０重量％以上、そして特に好ましくは８５
重量％以上である。
【００２０】
　本発明の特に好ましい実施形態において、組成物Ａは、式（Ｉ）で表される一種又は多
種の化合物、及び、追加的に、
（ＩＩ）　次式（ＩＩ）、
【００２１】

【化３】

【００２２】
　（式中、Ｒは、式（Ｉ）で与えられた意味を有する。）、
で表される一種又は多種のイソソルビドモノエステルを含有し、そしてその際、イソソル
ビドモノエステルは、好ましくはイソソルビドモノカプリレートである。
【００２３】
　この中で、さらに好ましくは、上述の組成物Ａは、式（Ｉ）で表される一種又は多種の
化合物、及び、
ＩＩ）　０．００１～０．２、好ましくは０．０１～０．１５、そして特に好ましくは０
．０５～０．１３重量部の、式（ＩＩ）で表される一種又は多種のイソソルビドモノエス
テル、
をそれぞれ式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物１．０重量部、特に好ましくは、イ
ソソルビドジカプリレート１．０重量部に基づいて追加的に含み、その際、イソソルビド
モノエステルは好ましくはイソソルビドモノカプリレートである。
【００２４】
　この中でもさらに好ましい本発明の実施形態において、前述の組成物Ａは、カルボン酸
ＲＣＯＯＨを全く含まないか、又は、式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物１．０重
量部、及び好ましくはイソソルビドジカプリレート１．０重量部に基づいて、０．１重量
部まで、好ましくは０．０００１～０．０５重量部、そして特に好ましくは０．００１～
０．０１重量部のカルボン酸ＲＣＯＯＨ（式中、Ｒは、式（Ｉ）で与えられた意味を有す
る。）を含み、その際、カルボン酸は、好ましくはカプリル酸である。
【００２５】
　本発明のさらなる、特に好ましい実施形態において、組成物Ａは、式（Ｉ）で表される
一種又は多種の化合物、及びソルビタン及びカルボン酸ＲａＣＯＯＨ（式中、Ｒａは、５
～１１個、好ましくは７～９個、そして特に好ましくは７個の炭素原子を有する、線状又
は分岐状の飽和アルキル基である。）からなる一種又は多種のソルビタンエステル、好ま
しくは、１，４－ソルビタン及び／又は１，５－ソルビタン及びカルボン酸ＲａＣＯＯＨ
からなるソルビタンエステルから選択される、一種又は多種のソルビタンエステルを含有
し、その際、式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物と前述の一種又は多種のソルビタ
ンエステルの重量比は、７０：３０～１００：０、好ましくは８０：２０～１００：０、
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特に好ましくは９０：１０～１００：０、就中９５：５～１００：０である。上記の“１
００：０”の重量比は、前述の組成物Ａが、この、本発明の特に好ましい実施形態におい
て、ソルビタンエステルを含有する必要がないことを意味する。
【００２６】
　上述の組成物Ａのうち好ましいのは、ソルビタン及びカルボン酸ＲａＣＯＯＨからなる
、一種又は多種のソルビタンエステルが、ソルビタン及びカプリル酸からなるソルビタン
エステルから選択される場合であり、好ましくは、１，４－ソルビタン及び／又は１，５
－ソルビタン及びカプリル酸からなるソルビタンエステルから選択され、ソルビタンエス
テルは、特に好ましくはソルビタンジカプリレートである。
【００２７】
　これらの組成物Ａにおいて、式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物、及び（場合に
よって含有される）ソルビタン及びカルボン酸ＲａＣＯＯＨからなる、一種又は多種のソ
ルビタンエステルの混合物のＯＨ－価は、好ましくは２５０以下、特に好ましくは２００
以下、さらに好ましくは１５０以下、就中、１００以下である。
【００２８】
　本発明の別の特に好ましい実施形態において、組成物Ａ中、式（Ｉ）で表される一種又
は多種の化合物、及びソルビトール、ソルビトールエステル、ソルビタン、ソルビタンエ
ステル、イソソルビド、イソソルビドモノエステル及びカルボン酸からなる群から選択さ
れる一種又は多種の化合物の混合物のＯＨ－価は、２５０以下、好ましくは２００以下、
特に好ましくは１５０以下、就中、１００以下である。
【００２９】
　また、本発明のさらに別の特に好ましい実施形態において、組成物Ａは、ソルビトール
及びソルビトールエステルから選択される化合物を含有しない。
【００３０】
　また、本発明のさらに別の特に好ましい実施形態において、組成物Ａは、ソルビタン及
びソルビタンエステルから選択される化合物を含有しない。
【００３１】
　組成物Ａが、ソルビトール及びソルビトールエステル（ここで、このエステルの酸成分
のカルボン酸は、好ましくはカプリル酸をベースとする。）からなる一種又は多種の化合
物を含有する場合、これらの化合物は、一緒に、好ましくは、５．０重量％以下の量で、
特に好ましくは３．０重量％以下の量で、さらに好ましくは１．０重量％以下の量で、就
中、０．５重量％以下の量で組成物Ａ中に含有され、ここで、重量％で示される量は、い
ずれも、完成した組成物Ａの全重量に基づく。
【００３２】
　組成物Ａが、ソルビタン及びソルビタンエステル（ここで、このエステルの酸成分のカ
ルボン酸は、好ましくはカプリル酸をベースとする。）からなる一種又は多種の化合物を
含有する場合、これらの化合物は、一緒に、好ましくは、２０．０重量％以下の量で、特
に好ましくは１０．０重量％以下の量で、さらに好ましくは５．０重量％以下の量で、就
中、１．０重量％以下の量で組成物Ａ中に含有され、ここで、重量％で示される量は、い
ずれも、完成した組成物Ａの全重量に基づく。
【００３３】
　本発明のさらに別の特に好ましい実施形態において、組成物Ａは、完成した組成物Ａの
全重量に基づいて、式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物を少なくとも５０重量％の
量で、好ましくは少なくとも６０重量％の量で、そして特に好ましくは、少なくとも７０
重量％の量で含有する。
【００３４】
　物質の水酸基価又はＯＨ－価は、１ｇの物質をアセチル化する時に結合される酢酸と当
量のＫＯＨ（ｍｇ）の量であると理解される。
【００３５】
　ＯＨ－価を測定するのに適した測定方法は、例えば、ＤＧＦ　Ｃ－Ｖ　１７　ａ（５３
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），Ｐｈ．Ｅｕｒ．２． ５．３　Ｍｅｔｈｏｄ　Ａ及びＤＩＮ　５３２４０である。
【００３６】
　本発明の範囲において、ＯＨ－価は、ＤＩＮ　５３２４０－２に準拠して測定される。
この場合、次のようにして行う。均質化された測定試料を、正確に、０．１ｍｇに対して
１ｇ計量する。２０．００ｍｌのアセチル化混合物（アセチル化混合物：１リットルのピ
リジン中で、５０ｍｌの無水酢酸を撹拌する。）を添加する。試料を、必要に応じて撹拌
下でかつ加熱しながら、アセチル化混合物中に完全に溶解する。５ｍｌの触媒溶液（触媒
溶液：２ｇの４－ジメチルアミノピリジンを１００ｍｌのピリジン中に溶解する。）を添
加する。反応容器を密閉し、そして１０分間、５５℃に加熱した水浴中に置き、そしてそ
の場で混合する。その後、反応溶液を、完全に脱塩した１０ｍｌの脱塩水と混合し、反応
容器を再度密閉し、もう一度、振とう水浴中で１０分間反応させる。試料を室温（２５℃
）に冷却する。引き続き、５０ｍｌの２－プロパノール及び２滴のフェノールフタレイン
を添加する。この溶液を、苛性ソーダ溶液（苛性ソーダ、ｃ＝０．５ｍｏｌ／ｌ）で滴定
する（Ｖａ）。同じ条件下ではあるが、試料を用いずに、アセチル化混合物の作用を測定
する（Ｖｂ）。
【００３７】
　試料の、作用測定における消費量及び滴定から、ＯＨ－価（ＯＨＺ）を、次の式に従っ
て算出する。
【００３８】
【数１】

【００３９】
式中、
ＯＨＺ　＝　物質の水酸基価（ｍｇＫＯＨ／ｇ）
Ｖａ　　＝　試料の滴定時の苛性ソーダ溶液の消費量（ｍｌ）
Ｖｂ　　＝　試料（Ｗｉｒｋｗｅｒｔｅ）の滴定時の苛性ソーダ溶液の消費量（ｍｌ）
Ｃ　　　＝　苛性ソーダ溶液の物質濃度（モル／ｌ）
ｔ　　　＝　苛性ソーダ溶液の力価
Ｍ　　　＝　ＫＯＨ＝５６．１１ｇ／ｍｏｌのモル質量
Ｅ　　　＝　試料重量（ｇ）
　（Ｖｂ-Ｖａ）は、使用した苛性ソーダ溶液の量（ｍｌ）であり、測定する試料の上述
のアセチル化時に結合する酢酸量の当量である。
【００４０】
　ＯＨ－価を測定するための上述の方法は、以下で“方法ＯＨＺ－Ａ”と呼ぶ。
【００４１】
　好ましくは、本発明は、化粧料用組成物、皮膚用組成物又は薬剤組成物中、作物保護調
合物中、洗浄剤もしくは清浄剤中、又は着色料もしくは塗料中において使用される。作物
保護剤は、一種又は多種の殺虫剤を含有する。
【００４２】
　化粧料用組成物、皮膚用組成物又は薬剤組成物、作物保護調合物、洗浄剤もしくは清浄
剤、又は着色料もしくは塗料は、式（Ｉ）で表される一種又は多種の化合物を、いずれも
、完成した化粧料用組成物、皮膚用組成物又は薬剤組成物、作物保護調合物、洗浄剤もし
くは清浄剤、又は着色料もしくは塗料の全重量に基づいて、好ましくは、０．０１～１０
．０重量％の量で、より好ましくは０．１～５．０重量％の量で、そして特に好ましくは
０．２～３．０重量％の量で含有する。
【００４３】
　化粧料用組成物、皮膚用組成物又は薬剤組成物、作物保護調合物、洗浄剤もしくは清浄
剤、又は着色料もしくは塗料は、好ましくは、５０～２００，０００ｍＰａ・ｓの範囲の
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、より好ましくは、５００～１００，０００ｍＰａ・ｓの範囲の、特に好ましくは２，０
００～５０，０００ｍＰａ・ｓの範囲の、そして就中、５，０００～３０，０００ｍＰａ
・ｓ（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＲＶＴ、ＲＶ－Ｓｐｉｎｄｅｌ－Ｓａｔｚにより、２０℃
において、１分当たり２０回転での測定）を有する。
【００４４】
　化粧料用組成物、皮膚用組成物又は薬剤組成物は、好ましくは、液体、ゲル、泡、噴霧
、ローション（Ｌｏｔｉｏｎ）もしくはクリームの形態で存在する。
【００４５】
　化粧料用組成物、皮膚用組成物又は薬剤組成物、作物保護調合物、洗浄剤もしくは清浄
剤、又は着色料もしくは塗料は、好ましくは、水性もしくは水性アルコール性ベースに基
づいて構成されるか、又は、エマルションもしくは分散物として存在する。これらは、よ
り好ましくは、エマルションとして、そして特に好ましくは、水中油型エマルションとし
て存在する。
【００４６】
　化粧料用組成物、皮膚用組成物又は薬剤組成物、作物保護調合物、洗浄剤もしくは清浄
剤、又は着色料もしくは塗料は、さらなる助剤及び添加剤として、慣習的に使用される、
例えば、油、ワックス、乳化剤、乳化助剤（Ｃｏ－Ｅｍｕｌｇａｔｏｒｅｎ）、分散剤、
界面活性剤、消泡剤、可溶化剤、電解質、ヒドロキシ酸、安定剤、ポリマー、塗膜形成剤
、（式（Ｉ）の化合物とは異なる）増粘剤、ゲル化剤、過脂肪化剤、再脂肪化剤、抗菌作
用物質、生物起源剤、収れん剤、活性物質、脱臭剤、サンブロック剤、抗酸化剤、酸化剤
、軟化剤、溶剤、着色剤、顔料、真珠様つや出剤、香料、乳白剤及び／又はシリコーンな
ど、それぞれの使用のための物質を全て含むことができる。
【００４７】
　水性もしくは水性アルコール性ベースに基づいて構成される化粧料用組成物、皮膚用組
成物又は薬剤組成物、作物保護調合物、洗浄剤もしくは清浄剤、又は着色料もしくは塗料
は、一種又は多種の界面活性剤を含有する組成物であることが好ましい。
【００４８】
　化粧料用組成物、皮膚用組成物又は薬剤組成物、作物保護調合物、洗浄剤もしくは清浄
剤、又は着色料もしくは塗料は、好ましくは、２～１１、より好ましくは４．５～８．５
、そして就中、５．５～６．５のｐＨ値を有する。
【００４９】
　以下の例及び使用は本発明をより詳細に説明するものであるが、本発明はそれらに限定
されるものではない。全てのパーセンテージは、別途示さない限り、重量％を意味する。
【実施例】
【００５０】
　増粘性能は、以下の条件下で測定した。
Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＲＶＴ、ＲＶ－Ｓｐｉｎｄｅｌ－Ｓａｔｚにより、２０℃におい
て、１分当たり２０回転
【００５１】
実験例：
Ａ）　イソソルビドジカプリレートの製造
　窒素導入管を備えた１リットル－撹拌装置中の、２１９．０ｇ（１．５モル）のイソソ
ルビド及び４６１．４ｇ（３．２モル）のカプリル酸を、撹拌下かつ窒素導入下で１８０
℃に加熱した。反応水が留出しなくなるまで、反応投入物を１８０℃で加熱する（約２８
時間）。その後、温度を段階的に２１０℃まで上昇させる（全体で約３０時間かける）。
それから、残存する酸価が＜２ｍｇＫＯＨ／ｇに到達したら反応は終了する。透明で赤褐
色の液体が得られる。
【００５２】
反応生成物のさらなる分析特性：
酸価：　０．８ｍｇＫＯＨ／ｇ（ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　２１１４に従って測定）
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水酸基価：　２５．２ｍｇＫＯＨ／ｇ（ＤＩＮ　５３２４０－２に準拠した方法ＯＨＺ－
Ａに従って測定）
ケン化価：　５４．６ｍｇＫＯＨ／ｇ（ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　３６８１に従って測定）
【００５３】
　さらなる精製のために、生成物を、≦１ミリバールの圧力で、かつ、２１０℃～２４０
℃の底部温度で蒸留した。２５１．６ｇの黄色の透明液が得られる。
【００５４】
　イソソルビドジカプリレートは次の組成を有する。
【００５５】
【表１】

【００５６】
Ｂ）　増粘性能の測定
　Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）　ＬＲＯ（ラウレス－２硫酸ナトリウム、水中２７重量％
）及びＧｅｎａｇｅｎ（登録商標）　ＫＢ（ココベタイン、水中３０重量％）、及び追加
的に水の使用下で、該２種の界面活性剤を重量比８：２で、水中１５重量％まで含有する
混合物を製造した。この混合物に、製造例Ａ）からのイソソルビドジカプリレートを添加
し、そして得られた組成物の粘度を測定した。結果を以下の表１に示す。
【００５７】
【表２】

【００５８】
　表１から明らかなように、イソソルビドジカプリレートは顕著な増粘作用を引き起こす
。
【００５９】
Ｃ）　使用例
　本発明の使用を、例えば、以下の調合物中で行うことができる。調合物は、製造例Ａ）
で得られたイソソルビドジカプリレートを使用して製造される。
【００６０】
【表３】

【００６１】
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製造：
Ｉ：　　　ＡにＢを加え、透明な溶液が得られるまで撹拌する。
ＩＩ：　　ＩにＣを加え、溶液が均質になるまで撹拌する。
ＩＩＩ：　ＤでｐＨ値を７．０～７．２に調整する。
ＩＶ：　　ＩＩＩにＥを加える。
【００６２】
【表４】

【００６３】
製造：
Ｉ：　　　相Ａを混合し、８０℃に加熱する。
ＩＩ：　　Ｂの成分を加え、Ｉにゆっくり加えて８０℃で撹拌する。
ＩＩＩ：　相Ｃを混合し、ＩＩに加える。
ＩＶ：　　６０℃に冷却し、ＩＩＩにＤを加える。
Ｖ：　　　４０℃でＩＶにＥを加える。
【００６４】
【表５】

【００６５】
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【表６】

【００６６】
調合物例３及び４の製造：
　半量の水を仕込み、そして成分を、表に挙げた順に入れて撹拌する。それから残量の水
を加える。透明で水性の組成物が得られる。
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